
「みんなでキャンプ！！」
＜キャンプファイヤー＞

今年の研修ラインナップ発表

「令和５年度 重層的支援体制構築
推進人材養成研修・広報啓発事業について」
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１．令和５年度の研修構成

みんなでキャンプ！！
（職員説明会・コア研修）

ハイブリッド形式

・重層事業へのモチベーションを獲得できる

・参加意欲を高めることができる

・チーム参加の意義を理解できる

基礎編

研修

応用編

研修

チームづくり

重層事業の理解の深化

テンション
上げよう！

仲間を
作ろう！

●ライブ研修＋実践
・関係者間で主体的に連携すること
ができる
・関係者と協力して取り組みたいこ
とを見出せる

●ライブ研修＋実践
・多分野（異分野）とつながり、行動できる
・今後の具体的な取組のプランを立て、実行
することができる

飛び出そう！

基本を
知る！

●オンデマンド研修
・重層事業の必要性と目指
す姿を理解できる
・わがまちの課題や取り組
めることを考えることがで
きる

●多角的なアプローチ
研修
（講義＋事例紹介）
・支援フェーズごとに
必要となる考え方、技術、
知識を習得できる

壁をなくす！

・支援フェー
ズごとに必要
な機能、役割
が変化するこ
とを理解でき
る

●ハイブリッド形式

応用

土台

基礎

目指すべき到達地点：各市町村が重層的支援体制の構築を自走し、力強く推進することができる
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２．各研修の目的とねらい

本年度は、事業実施への意欲喚起、マインドセットを目的とした「みんなでキャンプ！！」、重層事業の基礎的な理解および庁内外
関係者とのチームビルディングを学ぶ基礎編、異分野連携からの創発を学ぶ応用編の3コースを実施します。
市町村の状況や得られる期待効果を踏まえ、「みんなでキャンプ！！」は全自治体が受講。基礎編、応用編についてはそれぞれの
自治体の実情に合わせ、選択受講とします。
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• 重層事業を実施する市町村及び支援機関
等職員 ※自治体による選択参加

• 都道府県職員

• 重層事業を実施している市町村及び支援
機関等職員 ※自治体による選択参加

• 都道府県職員

対
象

• 令和５年10月～令和6年２月頃 • 令和５年10月～令和６年２月頃日
程

• ビデオ研修 9月～2月頃（オンデマンド）
• Zoomによる集合研修 10～2月（約半
日×2回）

• 実践演習 11月～1月

• Zoomによる集合研修 10月～2月
（半日程度×２回）

• 実践演習 11月～1月

主
な
内
容

• 重層事業の必要性や考え方について、庁
内外の関係者と共通認識を持てる。

• 研修プログラムの一環として、庁内外の
関係者との対話の機会を持てる。

• 実践演習を通じて、庁内外の関係者と共
同で地域の課題や資源、既存の取組の見
直し等に取り組む機会を持てる。

• これらの機会を活かし、体制構築や連携
に向けた具体的な活動につなげることが
できる。

• 異分野連携による創発の理解
• 研修プログラムの一環として、異分
野の関係機関との対話の機会を持て
る。

• 実践演習を通じて、異分野の理解と
協働して重層事業に取り組む機会を
持てる。

• これらの取組を通して異分野連携か
ら持続可能な地域づくり・まちづく
りへの面的展開が理解できる。

得
ら
れ
る
期
待
効
果

基礎編 応用編みんなでキャンプ！！

• 重層事業を実施する市町村及び支援機関
等職員 ※全自治体参加

• 都道府県職員

• 令和５年10

• ハイブリッド研修 10月

• 重層事業実施に向けたモチベーションを
獲得できる。

• 参加意欲が高まる。
• チーム参加の意義が理解できる。
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３．基礎編研修内容イメージ（予定）

最終的な
到達目標 対象

重層事業の必要性について “腹落ち”している
自分の言葉で我がまちの実現したい重層的支援体制の姿を語ることができる
庁内外の主要な関係者間で、研修終了後も主体的に連携が図られる。仲間ができる
研修終了後に、庁内外の関係者と協力して取り組みたいことを見出すことができる

•令和5年度に重層事業を実践する市町村及
び支援機関等職員
※令和3・4年度から事業を実施している自治体や、令和
4年度研修を受講した市町村も希望すれば参加可能。

・「制度的理解」「個別支援
の考えかた」「体制の構築」
「地域づくり」の4テーマに関
するVODを視聴

・重層事業の目指す姿を理
解した上で、わがまちの課題
や取り組めそうなことを自分
の頭で考えることができる。

・ライブ研修①で作成したシート
について、多分野で形成した
チーム内で、各分野で行ってい
る取組の共有や必要な資源・
課題等を共有する

●実践で収集した情報を整理
し、アクションプランをつくる
・庁内外の主要な関係者間で、
研修終了後も主体的に連携が
できるようになり、仲間ができる。
・研修終了後に、庁内外の関係
者と協力して取り組みたいことを
見出すことができる。

●現状の取組や資源等の情報
を収集する

• 実践演習を通じて、市町村内
の関係者間で必要なつながり
を共有するとともにお互いのこと
を理解し、より良い「連携」や
「協働」につなげることができる。

• 既存の取組や資源を知り、活
かせる可能性を見出すことがで
きる。

・本事業の創設背景や目的の再
確認する。
・地域のリソースを2つの視点(個
人や地域の可能性、いのちや尊
厳）から捉えた上で、我がまちの
人・資源のつながりをイメージする
・重層事業の必要性について自
分の言葉に落とし込む体験をす
る

・他の参加者の取組や工
夫を知り、自身の役割に
応じた取り組むべきこと、ヒ
ントを見つけることができる。
・分野ごとに縦割りで支援
が実施されるのではなく、
支援の内容が重なり合うこ
とを理解したうえで実施で
きる。

・ライブ研修②で検討した
内容を、我がまちのチー
ムでブラッシュアップする。
・具体的にアクションプラン
を実行してみる。

振り返り実践ライブ研修① ライブ研修②

基礎編研修

到
達
目
標

実
施
事
項
案

予定コンテンツの概要
形式としては、ライブ研修①を受講後に地域実践。それを踏まえてライブ研修②につなげていきます。
ライブ研修➀では人と人がつながるために大切な適切な出会い方や、支援すべき人や可能性がひろがる人といった対象者像のイ
メージをチームで目線合わせします。
ライブ研修②では既存の取組を把握したうえで、つながるために必要なリソースや連携先の検討を踏まえ、具体的なアクションプ
ラン（連携する上でどこと何ができそうかの検討）を作成する。

●対象者を明確化する

・重層事業の必要性について
“腹落ち”している。
・我がまちの強みや問題を具体
的にイメージし、自分の言葉で
実現したい重層的支援体制の
姿を語ることができる。

・多様な主体との関わることの
メリットを取組事例より学ぶ
・分野を超えた連携の必要性
の再確認
・個別支援と地域支援の視点
を踏まえ、必要な「つながり」に
ついて検討し、協働するため
に必要な要素・手段、うみ出
したいものをイメージする

オンデマンド研修
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４．応用編研修内容イメージ（予定）

最終的な
到達目標 対象

多分野(異分野）連携の必要性を理解したうえで、担当自治体での重層チームの未
来像を具体的にイメージできる
繋がりたい相手を明確化するとともに、つながるためにどのようなアクションが必要かプラ
ンを立て実践することができる
重層チームでの今後の具体的な取組をプランニングし、動かすことができる

・重層事業の開始年次は限定せず、地域づくりに取り
組む意欲がある、また、悩みがある自治体

• 参加者区分：市町村職員は必須だが、チームビルディング推
進を踏まえ自治体内で参加者を検討

・包括的な支援体制を構築するための重層事業におけ
る多分野（異分野）連携の必要性を理解
・分野を超えた異なる価値や視点からの気づきを踏まえ、
取組の可能性が広がることについて取組事例を共有
・自分の地域で多分野（異分野）との既存のつながり
の整理や、つながれていないところへのアクションの考え
方・取り組み方の理解（実践課題の狙いやアクション
プランの検討）

・多分野（異分野）連携により異なる価値観や視点
からの気づきを得ることで、取組の可能性が広がること
を認識する
・今どのようなつながりがあるか整理した上で、つながれて
いないものに期待すること等の検討を通じて、目指すべ
き姿の実現のための「つながり」に対する新たな視点の
獲得・必要性の再認識をする
・つながれていない資源との間にどのような障壁があるの
か分析・把握し、それを乗り越えるために必要なものや
足りないものは何か見出す視点や手法がわかる

・実践課題の共有及び、今なにができるか、
今後どうなりたいかを検討
・障壁のあることへの戦略を立て、新しい出
会いからうみだしたいこと等の新たなアイデ
アについてブラッシュアップする

・事後課題を通じて、「つながり」からうまれ
る様々な変化をチームで共有し、具体的
な成果・効果や可能性の広がりをイメージ
できる
・段階的な体制の強化及び主体性を持っ
て、取組を継続するためのプランを立てる
ことができる。
・立てたプランをチームで共有し、実践する
ための体制を構築できる

• つながれていない多分野（異分
野）とつながる

• 多分野（異分野）間でつながる
ことによる効果について共通認識
を図り、多分野（異分野）が持
つ新たな視点を得る

・地域へ出向き、重層事業やつな
がることでの効果について対話す
る
・実践してできたことと、できなかった
ことを整理する
・自治体内でつながることへの効果
について共通認識を図る

・関係者間で今後のアク
ションプランを実行するこ
とができる
・継続的に地域に出て
実践を行う必要性につ
いてチームメンバーと認
識を共有することができ
る

・参加者間で研修を振り
返り、アクションプラン実
現のためのロードマップ
を検討し、実行してみ
る

振り返り各自治体での実践（オンライン）ライブ研修（11月) フォローアップ研修(1月）

応用編研修

到
達
目
標

実
施
事
項
案

予定コンテンツの概要
形式としてはライブ研修と実践、フォローアップ研修を実施します。
ライブ研修では実際に分野を超えた連携を行っている自治体の取組発表や演習を実施します。
現地実践では、地域へ出向き、多分野（異分野）の方と出会う中、つながりをつくっていきます。つながることでの効果ややってみ
たこと等を考えるきっかけとします。
フォローアップ研修では、実践研修を踏まえ今後の多分野（異分野）との連携に向けた具体的な手法を学びます。
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５．多角的なアプローチ研修案

多角的なアプローチ別研修の構成案

重層的な支援を展開していくうえでは、さまざまな機関や関係者が、分野・事業の垣根を越え、かつその時々に応
じて立ち位置や役割を変えながら、有する機能を発揮していくことが求められます。
本研修では、このような個別支援や地域支援を進める中での様々な支援フェーズ（例えば、個別支援におけるア
セスメントの場面、計画立案の場面、支援の実施の場面など）ごとに、各種事業やそれを担う関係機関・者がど
のようにその役割・機能を変化し、発揮するのかを学びます。

令和５年度の「多角的なアプローチ研修」では次の内容を実施します。
講 義：支援フェーズごとに発揮される役割・機能が異なることの基礎的な理解を深める講義をオンデマンド

形式で配信。
事例紹介：「支援フェーズごとに必要となる考え方・技術・知識」に関連する事例紹介資料の配布。（講義時に

事例紹介資料を紹介する）

講義に
おける目標

・重層の理念や分野・事業を超えた支援が必要であることを理解する。
（各事業ごとに分断されるのではなく、各事業は機能として必要であることを理解する）
・個別支援のフェーズごとに各事業のどの機能が必要か理解する。
・人、場面、資源からのつながりとしてどのようなものがあるか理解する。

事例紹介
における目標

・実際の事例紹介から支援フェーズごとに必要となる考え方・技術・知識を習得する。
（「支援フェーズ」、「多様な人・場面からのつながり」を意識した事例を紹介する）


